
植物防疫法関係事務に係る処理基準（平成12年４月11日付け12農産第2652号農林水産事務次官依命通知）新旧対照表 

（下線部分は改正部分） 

改 正 後 改 正 前 

第３ 報告 

都道府県知事は、次のいずれかに該当する場合には、法第21条の規

定に基づき、別記様式により農林水産大臣に速やかに報告しなければ

ならない。ただし、当該有害動植物の防除につき国が特別の対策を講

じている場合には、この限りでない。 

（１）植物防疫法施行規則（昭和25年農林省令第73号）別表８に掲げる

有害動植物を発見した場合 

 

（２）新たに国内に侵入した有害動植物であって、まん延して有用な植

物に重大な損害を与えるおそれがあるもののうち（１）に定めるも

の以外のものの発生を認めた場合において、その発生範囲、発生地

域内の当該有害動植物の分布及び農作物被害の状況並びに寄主植物

の栽培又は分布の状況を注視した結果、当該有害動植物による農産

物の被害が急激に拡大する傾向があると認められる場合 

（３）（略） 

第３ 報告 

都道府県知事は、次のいずれかに該当する場合には、法第21条の規

定に基づき、別記様式により農林水産大臣に速やかに報告しなければ

ならない。ただし、当該有害動植物の防除につき国が特別の対策を講

じている場合には、この限りでない。 

（１）新たに国内に侵入し、若しくは既に国内の一部に存在している有

害動植物であって、まん延して有用な植物に重大な損害を与えるお

それが大きいものとして別表に掲げる有害動植物を発見した場合 

（２）新たに国内に侵入した有害動植物であって、まん延して有用な植

物に重大な損害を与えるおそれがあるもののうち別表に掲げるもの

以外のものの発生を認めた場合において、その発生範囲、発生地域

内の当該有害動植物の分布及び農作物被害の状況並びに寄主植物の

栽培又は分布の状況を注視した結果、当該有害動植物による農産物

の被害が急激に拡大する傾向があると認められる場合 

（３）（略） 

 

別記様式（第３関係） 

 

有害動植物発生等確認報告書 

 

番   号   

年 月 日  

 

 農林水産大臣 殿 

 

○○○都道府県知事 氏 名  

 

 有害動植物を発見（の発生を確認）したので、植物防疫法関係事務に

別記様式（第３関係） 

 

有害動植物（発生）調査報告書 

 

番   号  

年 月 日  

 

 農林水産大臣 殿 

 

○○○都道府県知事 氏 名  

 

 有害動植物を発見（の発生を確認）したので、植物防疫法関係事務に



係る処理基準第３の規定により、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

（１）有害動植物の名称  

（２）発見（発生）した年月日  

（３）発見（発生）した場所  

（４）発見（発生）した植物名※  

（５）被害状況  

（６）備考  

※誘引剤等の名称の記載も可とする。 

 

 

係る処理基準第３の規定により、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

（１）発見（発生）有害動植物  

（２）発見年月日  

（３）発見（発生）場所  

（４）発見（発生）状況 

① 被害場所（作物）、品種名 

 

② 被害面積（概数）  

③ 発見頭数、症状等  

④ 過去数年間の類似被害の状況  

⑤ 発見場所への被害植物（作物

）の過去数年間の移入状況 

 

⑥ 発生場所からの被害植物（作

物）の過去数年間の移出状況 

 

 

 

（削る） 別表 



 

 

附 則 

この改正は、令和５年４月１日から施行する。 


